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論文要旨（800 字から 1200 字，英文の場合は 300 から 450 語） 

 

 原子力損害賠償制度について、これまでその施行、法改正等に関わってきた実務上の専

門家が、我が国原子力損害賠償制度の枠組み、その背景にある考え方を説明した上で、東

京電力福島原子力発電所の事故の賠償の現状について報告し、制度の趣旨に照らして検討

する。また、事故後の賠償の現状を踏まえ、制度について見直すべき点等に関する考察を

行う。 

 

 ※現在進行中の事象についての報告であるため、現時点では、詳細な報告が困難である

ことを考慮いただきたい。また、賠償に関する諸情勢等により、報告が困難になる場合も

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


